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研究成果の概要（和文）：本研究は保育者の生活の状況としてワーク・ライフ・バランス，保育の質として「学びの基
礎力」に着目し，両者の関係性を明らかにすることを目的とする。質問紙調査等を通して，保育者の理想と現実の生活
には乖離があること，ワーク・ライフ・バランスの満足度が高い保育者は，保育の評価も高く，「積極的なかかわり」
を保育に取り入れる傾向があることが明らかとなった。また，保育者が質の高い保育を認識することで，行動も質の高
い保育へと変化していくことも明らかとなった。保育者のワーク・ライフ・バランスの実現をはかることは，「学びの
基礎力」醸成に寄与し，保育の質の向上につながると考えられる。

研究成果の概要（英文）：This study focused on nursery teachers’ work-life balance in terms of their 
lifestyle and the “fundamental ability of learning” in terms of quality of childcare, aiming to clarify 
the relationship between the two. The findings of a questionnaire survey indicated that there were 
discrepancies between “ideal” lives and “real” lives of the nursery teachers, and that nursery 
teachers who were more satisfied with their own work-life balance had a higher evaluation in their 
childcare practice and higher tendency to incorporate “active involvement” in the practice. Recognition 
of the concept of high-quality childcare was found to lead to behavioral changes that improved quality of 
childcare. Thus, promoting a better work-life balance of nursery teachers could contribute to fostering 
the “fundamental ability of learning” and facilitate improvements in the quality of childcare.

研究分野：幼児教育
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１．研究開始当初の背景 
今日，少子高齢化等の急速な進行により，
女性と男性がともに社会に参画し，性別にと
らわれることなくいきいきと充実した人生
を送ることができる男女共同参画社会を築
くことが重要な国民的な課題となっている。 
特に少子化の観点から，子育て世代の仕事と
育児の両立支援に特化するならば，子育て期
の女性の社会進出を推進するためには保育
施設の充実が引き続き重要となってくる。し
かし，預かり保育に代表される長時間保育，
多様な保育ニーズへの対応等保育者の職場
環境は厳しさを増してきている。保育者の労
働条件の悪化が，保育の質の低下につながる
との指摘もある。しかし，保育者の労働条件
と保育の質に関する実証的な研究は十分で
はない。 
 
 
２．研究の目的 
本研究は，保育者の生活の状況と保育の質
がどのような関連性を有しているのかを明
らかにするものである。保育者の生活の状況
としてワーク・ライフ・バランスに着目し，
保育の質として「学びの基礎力」に着目する。 
ワーク・ライフ・バランスは「仕事」と「家
庭生活」「地域・個人の生活」を年齢や生活
状況に応じて個人の希望に応じて調和させ
ることを目指すものであり，平成 22 年に閣
議決定された「子ども・子育てビジョン」に
おいてもその実現が必要であるとして政策
の中心となっている。また，「学びの基礎力」
は，幼稚園・保育所と小学校との連携を一層
強化し，子どもの発達や学びの連続性を確保
することが重要であるとする幼児期からの
体系的な教育の実施の基盤となるものであ
る。 
 
具体的な目的は以下のとおりである。 
（1）保育者のワーク・ライフ・バランスの
状況調査 

 
幼稚園教諭・保育士を対象にした全国的な
質問紙調査の実施 
 
（2）「学びの基礎力」の醸成に着目した保育
の質の調査 

 
幼稚園教諭・保育士等が合同で保育実践を
検討後，保育の質を図る評価指標を作成 
本研究にて作成した評価指標を用いた保
育の質の評価の実施 
     
（3）保育者のワーク・ライフ・バランスと
「学びの基礎力」醸成の関係性の調査 

 
保育者のワーク・ライフ・バランスと「学
びの基礎力」醸成を視点とした保育の質の評
価指標の関係性の検証 
質問紙調査の精査及びエスノグラフィー

的研究の実施 
 
本研究において保育者の生活と保育の質
に関係性があることが明確化するならば，保
育者が充実した毎日を送ることは保育の質
の向上につながり，子どもの生活の充実につ
ながると考える。 
 
 
３．研究の方法 
（1）「ワーク・ライフ・バランス」と「幼児
教育」の基礎的資料・文献等の検索・
収集・複写・分類と整理 

 
（2）ワーク・ライフ・バランスと保育に係
る先進事例の研究 

 
現在でもワーク・ライフ・バランスの先進
国であるアメリカの保育者等を研究対象と
する 
 
（3）保育者のワーク・ライフ・バランス意
識の全国調査 

 
保育者の「仕事」，「家庭生活」，「地域・個
人の生活」の関わり方を視点に調査を進める 
 
（4）「学びの基礎力」に関する研究会の実施 
 
研究対象園の幼稚園教諭・保育士が「学び
の基礎力」をどのようにとらえるのかという
共通認識の獲得と醸成のために保育をどの
ように実践するのかを協議する研究会を実
施する 
 
 
４．研究成果 
（1）「ワーク・ライフ・バランス」と「幼児
教育」の基礎的資料・文献等の検索・
収集・複写・分類と整理及び，先進事
例（ワーク・ライフ・バランスの先進
国であるアメリカ）の研究 

 
わが国におけるワーク・ライフ・バランス
研究はその緒に就いたばかりである。またそ
の研究は，労働形態や経済学の見地から検討
されたものが主である。ワーク・ライフ・バ
ランスに関する先行研究の整理及び分類を
保育の観点からすること，アメリカの幼稚園
における先進事例の研究を通して，わが国お
ける保育分野のワーク・ライフ・バランス研
究の枠組みを構築することできた。 
 
（2）研究対象園における幼稚園教諭の労働
時間調査の実施及び，質問紙によるワ
ーク・ライフ・バランスに関する意識
調査の実施 

 
労働時間調査からは，行事に追われ長時間
勤務を余儀なくされる幼稚園教諭の実態が



明らかになった。 
意識調査からは，仕事と家庭生活を大切し
たいと考えながら，仕事中心の生活であるこ
とがわかった。またワーク・ライフ・バラン
ス実現のためには個人で対応可能な現実的
な取組と行政等による体制・制度の構築が必
要であると考えていることが明らかとなっ
た。 
 
（3）全国規模の保育者を対象とした質問紙
調査の実施 

 
保育者のワーク・ライフ・バランスに係る
意識と保育の評価との関係性を検証する調
査を実施した。 
保育の質に関しては，保育の質尺度の中か
ら，米国国立小児保健・人間発達研究所
（NICHD）が全米の新生児を対象にした長期
追跡調査に使用した「積極的なかかわり」チ
ェックリスト（The Positive Caregiving 
Checklist）を保育の質の評価に用いた。 
本調査から得られた知見は，次の通りであ
る。第一に，性別役割観とワーク・ライフ・
バランスの意識には関連がある。性別役割観
が，ワーク・ライフ・バランスの捉え方に影
響を及ぼしている。第二に，保育者は理想と
考える生活とは異なり，仕事中心の生活をお
くっている。理想と現実の生活の間には乖離
がある。第三に保育者のワーク・ライフ・バ
ランスと保育の評価には関連性がある。保育
の評価の高い保育者は，ワーク・ライフ・バ
ランスの満足度も高い傾向にあり，「積極的
なかかわり」を保育に取り入れている。 
保育者がワーク・ライフ・バランスを実現
することも，保育の質を保障する一助になる
と考えられることが明らかとなった。 
 
（4）教師・保育者を志望する学生を対象に
した質問紙調査の実施 

 
保育者養成段階に着目し，将来，子どもに
関わると予測される教師・保育者を志望する
学生を対象にワーク・ライフ・バランス，男
女共同参画社会に関する意識調査を行った。 
本調査から得られた知見は，次の通りであ
る。第一に，性別役割観とワーク・ライフ・
バランス等の意識には一定の関連性がある
といえる。第二に，学生は性別役割観とは関
係なく，就職をすれば仕事が自らの生活の中
心になると推測しているということがあげ
られる。このことは理想の生活と異なり，理
想と現実の生活の間には乖離が存在するこ
とを予測していることを意味している。第三
に，ワーク・ライフ・バランス実現のために，
根本的にワーク・ライフ・バランスについて
十分に理解されていないことが問題として
あげられた。 
保育者のワーク・ライフ・バランス実現の
課題を，教師・保育者を志望する学生は，養
成段階から予見していることが明らかとな

った。 
 
（5）保護者を対象にした質問紙調査の実施 
 
保育者のワーク・ライフ・バランスに関連
して，家庭において中心的に子どもにかかわ
る保護者のワーク・ライフ・バランス意識と
子育ての評価の関係性を明らかにするため
に研究対象園の保護者を対象に質問紙調査
を実施した。本調査は保育の質の評価の精度
を補完するという意味も有する。 
本調査から得られた知見は，次の通りであ
る。第一に，保護者の理想の生活と現実の生
活の間には，乖離が存在する。保護者は，「家
庭生活」や「個人・地域の生活」を充実させ
たいと考えているが，実際の生活では「仕事」
中心であるという認識を有している。ワー
ク・ライフ・バランスの調和度については，
全般的に高い傾向を示した。第二に，保護者
のワーク・ライフ・バランスと子育ての評価
の関係性については，ワーク・ライフ・バラ
ンスの調和度等が高い保護者は，子育ての評
価が高いことが明らかとなった。また，「積
極的なかかわり」を子育てに取り入れている
という傾向も把握した。 
子育ての環境を整え子育てのスキルを向
上させるのと同様に，保護者の生活環境を整
え，ワーク・ライフ・バランスを取れるよう
にすることも，子育ての質を高めることにな
り得る。 
 
（6）「学びの基礎力」の醸成に着目した保育
の質の調査 

 
子どもの「学びの基礎力」の醸成を目指す
ために保育者に必要とされる「積極的なかか
わり」に着目し，「保育の質の指標」を作成
し，検証を行った。作成した指標を理解する
ための研究会を実施し，エスノグラフィーの
手法を用い研究対象園で保育の質に係る調
査を実施した。具体的には，「積極的なかか
わり」に関する研究会に参加する実験群と参
加しない統制群に分類し，保育場面をビデオ
カメラで撮影し，得点化し，応用行動分析の
知見に基づき分析を行った。 
調査の結果，保育者が質の高い保育を認識
することで，行動も質の高い保育へと変化し
ていくこと，変化の表れやすい項目があるこ
と，保育者の属性，担当クラスが影響するこ
とが明らかとなった。 
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